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における谷地高生の演舞について 

 

 谷地高校（校長黒木晃）では、谷地八幡宮に代々伝わる国指定重要無形民俗文化財、

「林家舞楽（はやしけぶがく）」を特色ある学びとして取り入れており、この度、発表の

機会がありますので、取材くださいますようお願いします。 

  

 

記 

 

１ 特色ある学びの導入目的 

  芸術教育の一環として、郷土の伝統芸能を学ぶことをとおして、郷土への誇りと愛着

を育むため、平成 27年度から毎年授業で取り入れている。 

２ 発表日時 

  令和８年 10月 23日（金）18時～谷地八幡宮「観月
かんげつ

雅楽会
が が く え

」（雅楽演奏会）にて披露 

３ 発表場所 

   谷地八幡宮    西村山郡河北町谷地 224 

４ 発表生徒 

  谷地高校３年総合教養コース 学校設定科目「総合文化」選択者 21名 

５ 発表内容 

  ・神楽「豊栄舞（とよさかのまい）」 

  ・「越天楽（えてんらく）」 

雅楽（※）の楽器である龍笛（りゅうてき）（旋律楽器の横笛）と 

篳篥（ひちりき）（旋律楽器で音が大きな縦笛）で披露 

   今年から初めて楽箏（がくそう）（中国渡来の十三弦の箏）の音色を加えて演奏 

※ 雅楽・・・平安時代中期に現在の形に完成した日本で最も古い古典音楽 

６ その他  

  取材に当たりましては、当日 17時までに谷地八幡宮へおいでください。 

  駐車が難しい場合は、河北町役場へ駐車願います。 

プレスリリース 

【問い合わせ】 

 山形県立谷地高等学校 

 教頭 井家 千代美（いけ ちよみ） 

 電話：０２３７－７１－１１５５ 


